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▶執筆　人権教育課（市役所内線 4012）　
心のスケッチ

３
月
13
日
、
日
本
で
初
め
て
民

間
単
独
で
開
発
さ
れ
た
小
型
ロ
ケ

ッ
ト
「
カ
イ
ロ
ス
」
の
初
号
機
が

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
「
民
間

初
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
」
に
注

目
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
併

せ
て
ロ
ケ
ッ
ト
の
移
動
式
射
点
組

立
足
場
が
光
洋
機
械
産
業
さ
ん
の

西
脇
工
場
（
上
比
延
町
）
で
生
産

さ
れ
た
も
の
だ
と
聞
い
て
、
さ
ら

に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
当
日
、

た
く
さ
ん
の
ロ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
や

子
ど
も
た
ち
が
見
守
る
中
、
打
ち

上
げ
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
残
念

な
が
ら
発
射
直
後
に
空
中
で
爆
発

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
開
発
し
た

豊
田
正
和
社
長
は
、
「
失
敗
と
い

う
言
葉
は
使
い
ま
せ
ん
。
全
て
は

今
後
の
新
し
い
挑
戦
の
糧
」
と
し
、

「
２
０
２
０
年
代
半
ば
ま
で
に
年

間
20
機
の
打
ち
上
げ
の
目
標
は
変

更
し
な
い
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
起
業
家
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ

ス
ク
氏
が
携
わ
る
大
型
宇
宙
船

「
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
翌
日
の

14
日
、
３
度
目
の
打
ち
上
げ
で
よ

う
や
く
宇
宙
空
間
へ
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
氏
は

カ
イ
ロ
ス
の
こ
と
に
関
し
て
、

「
次
の
打
ち
上
げ
に
対
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
失
敗
を
「
糧
」
と
し
、

目
標
を
変
え
な
い
姿
勢
に
力
強
さ

と
未
来
へ
の
夢
と
希
望
を
感
じ
ま

す
。
何
度
失
敗
し
て
も
夢
を
実
現

す
る
「
ガ
ッ
ツ
」
は
、
と
て
も
大

切
で
す
。

　

今
回
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
は
、
試

行
錯
誤
（trial and error

）
し

な
が
ら
失
敗
を
恐
れ
ず
頑
張
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。
「
諦
め
な
け
れ
ば
失

敗
で
は
な
い
」
。
引
き
続
き
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
に
大
い
に
期

待
し
ま
す
。

市長からの手紙
― 西脇を元気に‼ ― 123

諦
め
な
け
れ
ば
失
敗
で
は
な
いロケットの組み立てと打ち上

げに貢献した足場

西
脇
市
長
　
片
山
象
三
　

180

　西脇市を人権文化の花咲く住みよいまちにす
るために、地域で活躍する方々を皆さんはご存
じでしょうか。中でも中心的な存在となってい
るのが、「西脇市人権教育推進委員」です。
　市教育委員会が委嘱する人権教育推進委員は、
地域社会の人権教育を積極的に進め、市民の皆
さんの人権意識の高揚を図る役割を担っていま
す。市内に８つある地区ごとに、おおむね２人
を任命。任期は１年ですが、再任を妨げていま
せん。中には10年近く尽力されている方もいま
す。これまでに、100人を超える方々が人権が
大切にされるまちづくりに貢献されてきました。
　委員の活動は、年間を通じて多岐にわたりま
す。例えば、地区内の定例研修会や町別学習会、
毎年８月に開催する「人権文化をすすめる市民
運動」推進強調月間講演会で、会の企画・運営
などに携わっています。特に各地区で行う研修
会では、コロナ禍を経て、グループになって参

加者同士で意見交換をする機会が戻ってきまし
た。委員はグループトークが円滑に進むよう進
行役を務めたり、意見をまとめたりし、参加者
の理解促進に努めています。
　人権を巡る状況は時代とともに大きく変化し、
性の多様性や無意識の思い込み（アンコンシャ
ス・バイアス）など、新たな課題も認識される
ようになりました。委員は各地区での活動に生
かすため、主体的に多様な研修会や講演会に参
加し、自己研さんにも励んでいます。
　今後も西脇市は、人権教育推進委員の方々の
協力の下、人権が尊重されるまちづくりを進め
ます。皆さんも、人権講演会や町別学習会に参
加し、人権について考えてみませんか。

地域の人権教育をリード ― 人権教育推進委員

地域での学習会ではグループワークを通し
て、積極的に意見交換をしています。

【西脇市動植物生態調査研究グループ】

601西脇の自然
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ハハコグサ

　春の七草（せり、なず
な、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、すず
な、すずしろ）のうち「ごぎょう（御形）」
がハハコグサです。越年草で、七草を摘む冬
季には、白い短毛に覆われた小さな株が田畑
の隅にぽつぽつと見られます。４月ごろに茎
の先端に黄色い花を付け、花弁がない小さな
筒状花が10個以上集まって咲きます。越年草
は秋に発芽して冬を越し、春に花を咲かせて、
夏には枯れてしまいます。
　ハハコグサや、よく似たチチコグサは在来
種ですが、セイタカハハコグサやチチコグサ
モドキ、ウラジロチチコグサ、ウスベニチチ
コグサなど、外来種もあるようです。花の部
分がきれいな黄色であれば、日本固有の「ハ
ハコグサ」です。

きく科

　

黒
田
庄
地
区
の
中
央
に
は
加
古
川
が
流
れ
、

橋
が
架
け
ら
れ
る
前
に
は
、
庶
民
の
移
動
手

段
と
し
て
渡
し
舟
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
津
万
井
集
落
に
は
、
畑
瀬
橋
の
す

ぐ
南
に
「
畑
瀬
の
渡
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。

渡
し
舟
は
船
頭
が
竹
竿
を
繰
り
、
増
水
時
を

除
い
て
、
年
中
運
航
し
て
い
ま
し
た
。
明
治

44
（
１
９
１
１
）
年
の
畑
瀬
橋
架
橋
に
よ
っ

て
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
畑
瀬
橋
は
た
び
た
び
洪
水
に
よ
っ
て
落
橋

し
、
そ
の
た
び
「
渡
し
」
が
復
活
し
た
よ
う

で
す
。
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
架
け
ら
れ
た
以
降
は
、

渡
し
は
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

畑
瀬
橋
東
側
に
あ
る
津
万
井
の
「
舟
小

屋
」
に
は
、
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
た
渡
し

舟
や
解
説
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡し舟を保管している舟小屋 畑瀬の渡し跡（畑瀬橋全景）

みんなでまちづくり―市民の皆さんのまちづくり活動―

　芳田自治協議会は「人口減少・少子高齢化」を芳田
地区の最重要課題として考え、解決に向けてさまざま
なことに取り組んでいます。
　芳田地区は今年１月、地区
全体が兵庫県の「空家活用特
区」に指定され、空き家の活
用方法の可能性が広がりまし
た。そこで、移住・定住促進
として、「お試し移住」など
に活用するために旧水尾町公民館を改修。また今後、
空き家所有者と購入・賃貸希望者のマッチングなどを

目的に、空き家再生の法人を
設立する予定です。
　地区全体の持続可能なまち
づくりを目指して、地域一体
となって活動して
います。

芳田自治協議会の取り組み
誰もが活き活きと暮らす“芳田の里”へ

改修を終えた旧公民館を内覧
改修を終えた旧公民館を内覧

講演会で空き家の利
活用を勉強

講演会で空き家の利
活用を勉強

い い

芳田自治協議会のホームページ▶
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